
みどりの推進課報告事項（１０月）

平成こども塾プログラム

№ プログラム名 定員 子ども 大人 未就学 備考

1 6 土 稲刈り（終日） 年間会員35 23 21 2 9月30日から延期

2 6 土 秋の里山ＡＭ 20 3 3 1 9月30日から延期

3 7 日 稲刈り（２日目） 年間会員35 2 3 1

4 7 日 サンポーニャ作り 15 6 4 1

5 8 月
こども塾まつり クーテシガーナバッ
グ作り（午前） 12 8 6 3

6 8 月
こども塾まつり クーテシガーナバッ
グ作り（午後） 12 6 8 1

7 8 月 こども塾まつりオムライス作り（終日）
予約30、当
日20 25 11 4

8 8 月
こども塾まつり_コロコロイス作り
（午前） 10 11 8 0

9 8 月
こども塾まつり_コロコロイス作り
（午後） 10 5 3 2

10 8 月
こども塾まつり_ﾜｲﾔｰｱｰﾄde
シャボン玉（午後のみ） 20 7 7 2

11 8 月
こども塾まつり_キーホルダー作り
（終日） なし 39 18 9

平成30年１０月2１日現在

日（曜日）

12 8 月
キッズ放送隊
「こども塾まつり中継」 16 11 10 1

13 13 土 こどもファーム 年間会員35 15 17 6

14 13 土 長久手アートフェスティバル（協働） 年間会員35 5 10 0

15 14 日 菱凧作り 年間会員19 5 6 1

16 16 火 里山を考えるワークショップ - 0 15 0 この他市職員11名が
参加

17 20 土 こどもファーム 年間会員35 17 16 1

18 21 日 書道・さし絵講習会
年間会員20人
＋一般募集10
人

20 17 2

19 27 土 芋掘り体験 年間会員35 実施予定

20 28 日 南木曽木工教室 25 実施予定

（裏面へ続く）

資料６



学校連携プログラム

№ プログラム名 備考

1 3日（水）～ 4日（木） 市小3年（おこしもの作り）

2 10日（水）～ 12日（金） 南小2年　木車作り

3 17日（水）～ 19日（金） 東小1年　カスタネット

4 24日（水）～ 11/2（金） 市小2年　もちつき 実施予定

※アンケートは回答待ち

77 4

107 9

75 8

日（曜日） 子ども 大人



学校連携プログラムの実施 学校連携プログラムの実施

事前打ち合わせ

満足度９０％から
９５％に保ち続け

・体験プログラムを班分
け時に工夫し、異年齢交

天候に左右されやすい
屋外プログラムが多く
あるため、
①雨天時に臨機応変に
対応した。（雨プログラ

学校連携プログラムの実施

現職教育研修

次年度実施内容・日程等調整

事業名 課題 目標 実施項目 進捗状況・結果

1

学校連携プロ
グラム実施事
業

現在の生活の中
では、児童同士や
世代を超えたコ
ミュニケーションが
難しくなっている。

満足度９０％から
９５％を保ち続け
る。
（学校連携プログ
ラム数：全６７回）

・チームによる活動を重
視し、共同作業・助け合
いを行うことによりコミュ
ニケーション能力を高め
る。
・里山の自然環境や地
域の文化を学びながら
楽しく充実した体験活動
を実施する。

満足度　　　-
（今月分、回答待ち）

平成３０年度平成こども塾事業進捗状況管理表

年間スケジュール

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月
備　　考

　　　　　　　　　プログラムの実施

世話人会 世話人会

・「里山活動を考える
ワークショップ」と協
働し、参加者をこども
塾の活動に勧誘す
る。
・社会人の荒木氏と
いう方（30～40歳代）
も、この春から定期
的にこどもファームに
参加しており、経過を
見守っている。

3
サポート隊員
育成事業

サポート隊員の後
継者が育っておら
ず、高齢化が進ん
でいる。

新規加入者2名を
目指す。

・新規加入者を増やすた
めの、大人のプログラム
の実施。（南木曽木工教
室を10/28に実施予定）
・「里山活動を考える
ワークショップ」での勧誘
（５回予定）
・口コミ勧誘の継続

2
サポータープ
ログラム実施
事業

自然体験活動や
地域の伝統文化
を体験する機会が
減っている。

９５％に保ち続け
る。
（サポート隊委託
プログラム、サ
ポーター自主プロ
グラム数：１１０回）

け時に工夫し、異年齢交
流の促進を図る。
・里山の自然環境や地
域の文化を学びながら
楽しく充実した体験活動
を実施した。

ムで対応した）
②好天・雨天ともに参
加者が楽しめるよう事
前打ち合わせを綿密に
した。
③講師に任せきりにな
らないよう、職員も子ど
もの観察・見守りを行っ
た。
満足度　　91.2％

大学生男子：

プログラム内容を

検討

サポート隊活動

を体験

大人プログラム実施

里山活動を考えるW.S.
（台風で９月から延期した


